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テキスト・作品

お申込み・問い合わせ

読書会

阿長と⼭海経
岩波文庫『朝花⼣拾』より

6/6

魯迅・著
松枝茂夫・訳

12:30-14:30
[SAT]

立命館孔⼦学院AVライブラリー
（図書室）

講師：永井英美氏（⽴命館孔⼦学院中国語講師）

立命館孔⼦学院
603-8577  京都市北区等持院北町56-1 ⽴命館⼤学アカデメイア⽴命21内
（国際平和ミュージアム3階）
TEL:075-465-8426 FAX:075-465-8429�MAIL:koza@st.ritsumei.ac.jp
HP:https://www.ritsumei.ac.jp/confucius/

現在、岩波文庫『朝花⼣拾』魯迅著�松枝茂夫訳�税込550円（ISBN9784003202531）所収
の作品を順に読んでいます。感想を話し合いますので事前にテキストを⼊⼿し、作品を
読んでご参加ください。（テキスト購⼊費は参加者負担となります。）
１回参加してからテキストを購入したいというお試し参加も歓迎します。その場合は前
日までに事務局にご相談ください。

長媽媽は、すでに⾔ったとおり、ずっと私に附き添っていた下婢で、少し景気のよい⾔い⽅
をすれば、つまり私の保姆という訳だった。私の⺟やその他の多くの⼈々はみなそう彼⼥を
呼んでいたが、それにはいくらか相⼿に対する気兼の意味が含まれていたようだ。祖⺟だけ
が彼⼥を「阿⻑」と呼んだ。私は平⽣は彼⼥を「阿媽」と呼び、......
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